
テーマ解説

自己開示

①自己開示とは？

自己開示とは、文字どおり「自分を開く」

ということであり、コミュニケーションにあ

らわれる姿は「自分自身を表明する 「自分」

自身を語る」という姿になります。表明した

自分自身を受けとめてくれる他者がいれば、

さらに語りたい、伝えたいという幸せな気持

ちになることができるでしょう。自分自身に

自信がなくて、何とか精一杯語った言葉に対

して 「へー 「そうなんですか」と受け容、 」

れられている反応が返ってきたとき、自分が

自分自身であることを実感することができる

のです。

②自己開示の難しさ

しかし、現実のコミュニケーションは、な

かなかこのようにはうまくいきません。他者

に投げかけた言葉が１）無視されたり、２）

さえぎられたり、３）否定されたり、４）話

題をすりかえられたりすると 「語らなけれ、

ばよかった」という後悔の気持ちで満ちてし

まいます。こういったコミュニケーションが

が良好な関係性であるはずがありません。大

人でもよくあることなのですから、子どもの

世界には、このような非良好的な関係性が充

満してるのです。自己開示の場づくりの難し

さがここにあります。

③自己開示は成長の証

人間は、生まれてきたときには他者の力を

もらわないと生きていけない「依存的」な存

在です。しかし、大人からの愛や他者からの

「 」支援を受けながら自立・自律できる 主体的

な人間へと育っていきます。自分のことを語

れたり、人の話を聴けたりする力というもの

は、実はこの成長のプロセスと完全リンクし

ているのです。自分の事を語ろうと思えば、

「自己概念」というものが自分自身のなかに

つくられていなければなりません。つまり、

自分自身が何者であり、どういう人間である

のかを自己認知する力です。自分の姿と向き

合い、自分自身を受け容れる謙虚な姿です。

「 」 「 」自己概念 の大きさが小さければ 依存的

、 「 」 。ですし 大きければ 主体的 であるのです

つまり、小さいのは「子ども 、大きいのは」

「大人」と言えます。そして、さらにこの自

己概念が大きい人ほど人の話を聴くことがで

きるのです。言いえれば他者の気持ちがわか

る共感性が育っているということです。子ど

もであれ大人であれ、自分自身を語ることの

できない人は「依存的」であり、語れる人は

「主体的」です。人の話を聴けない人は「依

存的」であり、聴ける人は「主体的」なので

す。このように考えると、話をしたり聴いた

りする力のことを性格や個性の問題としてと

らえることが間違いであることがわかってい

ただけると思います。性格や個性ではなく、

単なる成長のプロセスだということです。

④だから授業で自己開示を・・

プログラムの中に自己開示の授業を入れて

いる理由は、プライベートでは難しい「自己

開示の場」を保証するということです。子ど

もによっては、そんな場を生まれて一度も持

ったことがないケースがあるかもしれませ

ん。授業というオフィシャリティーを与える

ことで、安心して「語る 、はずかしがらず」

に「聴ける」環境を保証することができるの

です。ブログラムには「１－１わたしのジャ

ガイモ 「２－５ルーレットトーキング 「３」 」

－１すごろくトーキング＆ドゥーイング」を

入れていますが、できるだけ多くの機会を保

証していきたいものです。
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